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I.目 的 現 在 ,森 林の減少や土地利用の高度化により,地 球環境は急速に悪化 して

お り,世界各地の農地では毎年 260億 トンの上壌が流出 していると推定 されている。

特に,裸 地や不適切な耕作が行われている傾斜地,森 林伐採が急速に進んでいる地

域では降雨時に大量の上砂が流出 し,地 表部分の肥沃な土層が失われている.そ こ

で本研究では,傾 斜農地の土壌侵食を軽減または回避することを目的 とし,イ ン ド

ネシアのコー ヒー圃場において実験を行った。

I・試験園場及び測定項 目 試 験圃場はイン ドネシア,スマ トラ島南部に位置するサ

ンバルジャヤに設置 した.試 験圃場では,傾 斜地(約 26°)をテラス状に造成 し,コ

ー ヒーを栽培 している。その圃場に① コー ヒー十パスパルム(spOt),②コー ヒー+パ

スパルム(strip),③コー ヒー,④ コー ヒーキ雑草(spot),⑤コー ヒー+雑草(stFip),

⑥裸地,⑦ 雑草の 7試 験区を設けた。パスパルムとは,現 地で慣例的に用いられて

いる被覆植物である。spotと はコー ヒーの周囲のみ除草 した状態であ り,stripと

はテラスの下流端を被覆 した状態のことである。各試験区において,土 壌物理性の

違いを比較するため,圃 場中央でサンプ リングし、10～40cmの 計 4層 において各

種土壌物理実験を行った。 さらに 5～ 100cmの 計 10層 において含水比試験を行っ

た。また地表面流出量,土 壌侵食量を試験区の末端に設置 したタンクにより測定 し

た,さ らに降雨量及びヨー ヒーの生育状況について測定 した,実 験 2年 目となる本

年度は,上 記の測定項 目を昨年 と比較 し, どのような変化があるかを調べた。

五.結果及び考察 降 雨強度を算出 した結果,昨 年 よりも値が大きくな り,侵 食量は

大きな値を示 した。 しか し,過 去の傾斜地(テラス無 し)での試験結果 と比較す ると

侵食量は小 さな値 を示 してお り,テ ラス化による効果が頭著に現れた といえる.侵

食量が多いと予想 された裸地の試験区において侵食量が少なくなつているが,こ の

理由として人の侵入が少ないために土壌が締め固められず,降 雨が浸透 しやす くな

つたことが考えられる。パスパルムを用いた試験区において,通 常の雑草区よりも

侵食量が抑制 されていることが分かつた。また,spotと strip区では侵食防止効果

に差は見 られなかつたが,spotは 被覆面積が大きいためにコー ヒー と栄養競合を起

こす可能性があることから,stripが有効的であると考えられる。また土壌の物理性 ,

コー ヒーの生育状況について昨年 と比較を行った結果,大 きな変化は見 られなかつ

た。以上の結果 ,よ り効果的に

土壌侵食 を防止す るためには,

テ ラスを造成 し,圃 場へ.の人の

侵入をできるだけ避 け,パ スパ

ルムを帯状 に導入す ることが傾

斜農地において有効であると考

え られ る.

表  告 拭験 区の■定お 兵

試験区 ① ② ③ ④ ⑤ ⑤ ②

降百五( m m ) 2873.0

降再係数( m 2 . t o n f / h a / h o u r ) 149583

地家面流出量( m m / c m 2 ) 0,07

流出卒(括) D.007 D、236 0.042 0.002

土颯侵食工( k g / 1 0■) 22435 2S.57 0427 70430 17.29
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